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�平成16年度各会計決算

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

学校給食センター事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 　 本 　 的 　 支 　 出

予算現額

190億853万9千円

64億1千11万9千円

37億9千524万6千円

20億6千523万4千円

7億2千294万6千円

12億7千314万円

11億6千514万6千円

11億2千285万3千円

8千806万円

2億5千3万4千円

収入決算

188億1千702万405円

65億6千425万6千974円

37億3千253万3千637円

20億6千710万3千61円

7億2千40万5千939円

13億2千524万4千684円

11億7千122万6千88円

－

1億1千717万6千561円

－

支出決算

181億4千217万8千224円

63億9千420万5千805円

37億1千304万9千578円

20億1千874万4千441円

7億1千54万7千913円

12億1千641万4千19円

－

11億1千38万9千120円

－

2億3千817万2千533円

（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額1億2千99万5千972円は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんするものとする。）
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擬
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に
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か
れ
ま
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。
市
長
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に
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た
。

反対

65歳以上の方は、だれでもこのサー
ビスが受けられるということは、マッ
サージ関係の仕事で生活する方が増え
ることが予想され、それが定着すると、
この人たちの生活を支えていくことも
考えていかなければならなくなりま
す。その結果、放漫な福祉経済となり、
切り詰めが非常に難しい社会となりま
す。そういう経済社会には断固として
反対します。

賛成

市内在住の65歳以上の高齢者に対し
まして寝たきり、または要介護になら
ないように、平成元年４月１日から施
行され、今年で17年目を迎え、多くの
高齢者の健康維持に貢献しているとこ
ろです。今後も、高齢者の方が安心し
て健康で生きがいを持って過ごせるよ
う、この制度の継続、発展と維持する
よう賛成します。

討
論

はり、きゅう、
マッサージ等
施設利用助成
事業

蛍
光
灯
よ
り
2.7
倍
明
る
い
ナ
ト

リ
ウ
ム
灯
（
朝
陽
市
営
住
宅
脇
）


